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は
じ
め
に

国
号
「
日
本
」
が
作
ら
れ
た
の
は
、
7
世
紀
あ
た
り
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
当
時
、
そ
の
言
葉
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
に
つ
い
て
は

明
確
な
説
明
が
な
い
。

（
1
）
祢で

い

軍ぐ
ん

墓
誌（

1
）（
六
七
八
）（
二
〇
一
一
年
発
見
）「
日
本
餘

據
扶
桑
以
逋
誅（
日

本
の
余よ

し
ょ
う、
扶
桑
に
拠
り
て
以
て
誅
を
逋の
が

れ
」

こ
こ
に
「
日
本
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
た
。
祢
軍
は
六
七
八
年
に
死
去

し
て
い
る
た
め
、
現
在
、「
日
本
」
が
確
認
で
き
る
、
文
献
、
考
古
学
的
に
最
も

早
い
例
と
な
る（

2
）。
こ
の
「
日
本
」
に
関
し
て
は
、
当
初
、
国
号
と
さ
れ
た
が
、

の
ち
に
は
文
脈
か
ら
、
東
の
方
角
を
あ
ら
わ
す
と
さ
れ
る
が
、
冨
谷
至
は
「
日
本
」

は
百
済
、「
扶
桑
」
は
倭
と
す
る
。

（
2
）
井
真
成
（
六
九
九
‐
七
三
四
）
墓
誌
（
二
〇
〇
四
年
発
見
）

「
國
号
日
本
（
国
、
日
本
と
号
す
、
ま
た
は
国
号
日
本
）」
の
四
文
字
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
七
三
四
年
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
3
）
唐
、
張
守
節
『
史
記
正
義
』（
七
三
六
）
は
、
五
帝
本
紀

「
虞
舜
」
の
「
東
長
、
鳥
夷
」
に
「
按
武
后
改
倭
國
爲
日
本
國
」
と
記
し
、
夏
本

紀
「
夏
禹
」
の
「
島
夷
卉
服
」
に
「
又
倭
國
武
皇
后
改
曰
日
本
國
」
と
記
す
。

文
章
を
素
直
に
読
め
ば
、
い
ず
れ
も
「
按
ず
る
に
武
后
、
倭
国
を
改
め
て
日
本

国
と
為
す
」「
又
た
倭
国
、
武
皇
后
改
め
て
日
本
国
と
曰
う
」
と
読
む
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
こ
れ
だ
と
、
則
天
武
后
が
「
倭
」
を
「
日
本
」
に
改
め
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
歴
史
的
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
の

た
め
、「
按
ず
る
に
武
后
の
と
き
倭
国
を
改
め
て
日
本
国
と
為
す
」（
又
た
倭
国
は

武
皇
后
の
と
き
改
め
て
日
本
国
と
曰
う
）」
と
「
の
と
き
（
の
時
）」
と
い
う
言
葉

を
補
っ
て
読
め
ば
、
則
天
武
后
の
時
に
、「
倭
」
と
い
う
呼
び
方
が
「
日
本
」
に

改
め
ら
れ
た
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
張
守
節
が
、
ど
の
よ
う
に
理

解
し
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

（
4
）
後
晉
、
劉

撰
『
旧
唐
書（

3
）』（
九
四
五
成
書
）　

日
本

「
日
本
國
者
、
倭
國
之

種
也
。
以
其
國
在
日
邊
、
故
以
日
本
爲
名
、
或
曰
、
倭

國
自
惡
其
名
不
雅
、
改
爲
日
本
」（
日
本
国
な
る
者
は
、
倭
国
の

種
な
り
。
其

の
国
日
辺
に
在
る
を
以
て
の
故
に
日
本
を
以
て
名
と
為
す
、
或
い
は
曰
く
、
倭
国

自
ら
其
の
名
、
雅
な
ら
ざ
る
を
悪
み
て
、
改
め
て
日
本
と
為
す
）
※
こ
こ
に
は
年

代
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
5
）
宋
、
王
溥
撰
『
唐
会
要（

4
）』（
九
六
一
成
書
）　

倭
國

世
界
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字
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国
号
「
日
本
」
の
「
本
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か

七
六

咸
亨
元
年
三
月
、
遣
使
賀
平
髙
麗
、
爾
後
繼
来
朝
貢
則
天
時
、
自
言
其
國
近
日
所

出
、
故
號
日
本
國
、
盖
惡
其
名
不
雅
而
改
之
。（
咸
亨
元
年
（
六
七
〇
）
三
月
、

使
を
遣つ

か

わ
し
、
高
麗
を
平た
い
らぐ
る
を
賀よ
み

し
、
爾じ

後ご

継
い
で
来
た
り
て
朝
貢
す
。
則
天

（
在
位
（
六
九
〇
‐
七
〇
五
）
の
時
、
自
ら
言
う
「
其
の
国
、
日
の
出
づ
る
所
に

近
し
、
故
に
日
本
国
と
号
す
」
と
。
盖け

だ

し
其
の
名
の
雅
な
ら
ざ
る
を
悪に
く

み
て
之
を

改
む
）

　

こ
こ
で
は
、
使
者
が
自
ら
国
号
を
日
本
と
改
め
た
理
由
を
述
べ
た
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
が
則
天
武
后
の
時
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
6
）
宋
、
宋
祁
撰
『
新
唐
書
』（
一
〇
六
〇
成
書
）
東
夷

「
天
智
（
在
位
六
六
八
‐
六
七
二
）
死
、子
天
武
（
六
七
三
‐
六
八
六
）
立
、死
、

子
總
持
（
持
統
六
九
〇
‐
六
九
七
）
立
、
咸
亨
元
年
（
六
七
〇
）、
遣
使
賀
平
髙

麗
（
前
1
世
紀
‐
六
六
八
）、
後
稍
習
夏
音
、
惡
倭
名
、
更
號
日
夲
。
使
者
自
言
、

国
近
日
所
出
、
以
爲
名
」。（
天
智
死
し
、
子
の
天
武
立
ち
、
死
し
、
子
の
總
持（

5
）

立
つ
、
咸
亨
元
年
（
六
七
〇
）、
使
を
遣
わ
し
髙
麗
を
平た
い
らぐ
る
を
賀よ
み

す
、
後
ち
稍
よ
う
や

く
夏
音
を
習
い
、倭
の
名
を
悪に
く

み
、更あ
ら
ため
て
日
夲
と
号な
づ

く
。
使
者
自
ら
言
う
、「
国
、

日
の
出
づ
る
所
に
近
く
、
以
て
名
と
為
す
」
と
）

こ
こ
は
『
旧
唐
書
』（
九
四
五
）
よ
り
成
書
の
遅
い
『
新
唐
書
』（
一
〇
六
〇
）

の
記
述
だ
が
、『
旧
唐
書
』
に
は
な
い
咸
亨
元
年
（
六
七
〇
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）  

朝
鮮
の
『
三
国
史
記
』（
一
一
四
三
‐
四
五
成
書
）
の
新
羅
本
紀
、
文
武
王

（
六
二
六
‐
六
八
一
在
位
）
六
七
〇
年

「
倭
國
更
號
日
本
、
自
言
近
日
所
出
、
以
爲
名
（
倭
国
更あ

ら
た
め
て
日
本
と
号な
づ

く
、

自
ら
言
う
、『
日
の
出
づ
る
所
に
近
く
、
以
て
名
と
為
す
』
と
」
と
み
え
る
。

記
述
は
新
羅
に
対
し
て
な
さ
れ
た
よ
う
に
み
え
る
が
、『
新
唐
書
』
そ
の
ま
ま

で
あ
る
。『
三
国
史
記
』（
一
一
四
三
‐
四
五
成
書
）
は
『
新
唐
書
』（
一
〇
六
〇

成
書
）
よ
り
も
遅
い
が
、『
新
唐
書
』
と
同
じ
く
六
七
〇
年
の
記
事
と
し
て
い
る
。

（
8
）
一
条
兼
良
（
一
四
〇
二
‐
八
一
）
の
『
日
本
書
紀
纂
疏（

6
）』（
一
四
五
五
‐

五
七
）
は
、「
日
」
や
「
本
」
に
つ
い
て
、「
漢
字
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
れ
ま

で
に
は
な
か
っ
た
考
察
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
書
は
、『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
書

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
日
本
」
の
「
日
」
と
「
本
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説

明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
四
説
が
ひ
か
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、「
本
」

に
つ
い
て
、
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
二
説
で
あ
る
。

（
9
）  

本
居
宣
長
『
国
號
考（

7
）』﹇
書
林
﹈、
天
明
七 

﹇
一
七
八
七
﹈、
柏
屋
平
助
、
錢

屋
利
兵
衛

「
日
本
（
ニ
ホ
ム
）
比
能
毋
登
（
ヒ
ノ
モ
ト
）
（
8
）」
と
い
う
。

年
代
を
確
認
す
る
と
き
の
判
断
基
準
は
考
古
学
的
資
料
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
記

さ
れ
た
年
代
に
よ
る
。
文
献
資
料
で
あ
れ
ば
記
さ
れ
た
年
代
と
、
そ
の
文
献
の
成

書
年
代
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
①
か
ら
⑦
ま
で
は
考
古
学
資
料
に
つ
い

て
は
、
そ
こ
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
年
代
、
文
献
資
料
に
つ
い
て
は
、
記
録
さ
れ
た
書

物
の
成
書
年
代
に
も
と
づ
い
て
排
列
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
と
く
に
日
本
の
「
本
」
に
つ
い
て
、
考
察

し
た
い
。

一
、
扶
桑

（
1
）
日
（
太
陽
）
を
生
み
出
す
生
命
樹
と
し
て
の
扶
桑

①
エ
ジ
プ
ト
の
生
命
樹
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②
バ
ビ
ロ
ン
の
生
命
樹
と
太
陽

③
三
星
堆
の
扶
桑
と
太
陽

④
戦
国
漆
匣
の
扶
桑
と
太
陽

⑤
『
荘
子
』在
宥
篇
の
扶
揺（
＝
扶
桑
）の
枝
と
鴻
蒙（
太
陽
神
）と
雲
将（
雲
）

⑥
前
漢
、
馬
王
堆
帛
画
の
扶
桑
と
太
陽（

9
）

⑦
後
漢
の
太
陽
と
鳥
と
扶
桑

⑧
百
花
灯

な
ど
が
扶
桑
の
系
譜
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。（
参
考
文
献
、
論
文
参
照
）

（
2
）
地
名
・
国
名
と
し
て
の
扶
桑

唐
、
姚
思
廉
（
五
五
七
‐
六
三
七
）
撰
『
梁
書
』（
六
三
六
）
巻
五
十
四
、

列
伝
第
四
十
八
、
諸
夷
、
東
夷
に
は
、
髙
句
驪
、
百
濟
、
新
羅
、
倭
、
文
身
、

大
漢
、
扶
桑
と
あ
り
、
倭
、
文
身
国
と
と
も
に
扶
桑
国
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

扶
桑
国
在
昔
未
聞
也
。
梁
普
通
中
有
道
人
称
、
自
彼
而
至
。（
扶
桑
国
、

在む
か
し昔
未い
ま

だ
聞
か
ざ
る
な
り
。
梁り
ょ
う普
通
中
（
五
二
〇
‐
五
二
七
）
に
道
人
称

す
る
有
り
、
彼
れ
自よ

り
し
て
至
る
）。

扶
桑
国
の
な
ま
え
は
、
昔
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
梁
国
の
普
通
年
間

（
五
二
〇
‐
五
二
七
）に
、道
人
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
た
。扶
桑
か
ら
や
っ

て
き
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
以
下
の
よ
う
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
る
。

扶
桑
國
者
、
齊
永
元
元
年
、
其
國
有
沙
門
慧
深
、
來
至
荊
州
。
說
云
、
扶

桑
在
大
漢
国
東
二
万
余
里
、
地
在
中
國
之
東
、
其
上
多
扶
桑
木
、
故
以
爲

名
。
扶
桑
葉
似
桐
、
初
生
如
笋
。
國
人
食
之
、
實
如

而
赤
、
績
其
皮
爲

布
、
以
爲
衣
、
亦
以
爲
錦
。
作
板
屋
無
城
郭
、
有
文
字
以
扶
桑
皮
爲
紙
…

（
扶
桑
国
は
、
斉せ

い

、
永
元
元
年
、
其
の
国
、
沙
門
慧え

深し
ん

有
り
、
来
た
り
て

荊
州
に
至
る
。
説
き
て
云
う
、
扶
桑
は
大
漢
国
東
二
万
余
里
に
在
り
、
地
、

中
国
の
東
に
在
り
、
其
の
上
、
扶
桑
木
多
し
、
故
に
以
て
名
と
為
す
。
扶

桑
の
葉
、
桐
に
似
、
初
め
生
ず
る
こ
と
笋
の
如
し
。
国
人
之
を
食
ら
い
、

馬王堆帛画の扶桑と太陽
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七
八

実み

、
な
し

の
如ご
と

く
に
し
て
赤
く
、
其
の
皮
を
績つ
む

ぎ
て
布
と
為な

し
、
以
て
衣
を

為つ
く

り
、
亦ま

た
以
て
錦
と
為
す
。
板ば
ん

屋お
く

を
作
る
も
城
郭
無
し
、
文
字
有
り
扶

桑
の
皮
を
以
て
紙
と
為
す
…
）。

扶
桑
国
は
、
斉
、
永
元
元
年
（
四
九
九
）、
そ
の
国
の
沙
門
（
修
行
者
）

の
慧
深
が
中
国
に
や
っ
て
き
て
荊
州
に
至
っ
た
。
か
れ
の
い
う
に
は
、
扶

桑
は
大
漢
国
の
東
二
万
余
里
に
あ
り
ま
す
。そ
の
地
は
中
国
の
東
に
あ
り
、

そ
の
上
に
は
、扶
桑
の
木
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
（
扶
桑
国
と
い
う
）

名
と
し
た
の
で
す
。
扶
桑
の
葉
は
、
桐
に
似
て
い
て
、
生
え
た
ば
か
り
の

と
き
は
笋
（
＝
筍
、
た
か
む
な
・
た
け
の
こ
）
の
よ
う
で
あ
る
。
国
の
人

は
こ
れ
を
食
べ
、
実
は
梨
の
よ
う
で
赤
く
、
そ
の
皮
を
つ
む
い
で
布
に
し
、

そ
れ
で
衣こ

ろ
もを
つ
く
り
、
ま
た
錦
と
す
る
。
板い
た
や屋
を
作
る
が
、
城
郭
は
な
い
。

文
字
が
あ
り
、
扶
桑
の
皮
を
紙
と
し
て
い
る
…
。

唐
の
李
延
寿
の
作
っ
た
中
国
の
南
北
朝
（
四
二
〇
‐
五
八
九
）
の
南
朝
の

歴
史
書
『
南
史
』（
六
五
九
）
巻
七
十
九
列
伝
第
六
十
九
も
、夷
貊
下
、東
夷
、

高
句
麗
、
百
濟
、
新
羅
、
倭
、
文
身
、
大
漢
、
扶
桑
、
と
み
え
、
紹
介
さ
れ

る
内
容
は
、
前
掲
、『
梁
書
』
と
同
じ
。

こ
の
よ
う
に
扶
桑
は
実
際
の
国
名
と
し
て
も
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
。た
だ
、

そ
の
場
所
が
日
本
な
の
か
、
そ
う
で
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

説
が
あ
る（
10
）。

植
物
の
扶
桑
に
つ
い
て
も
、
実
際
に
存
在
す
る
植
物
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。

二
、
一
条
兼
良
の
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
の
説
明

「
本
」
が
扶
桑
の
根
本
だ
と
い
う
説

一
条
兼
良
の
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
に
以
下
の
よ
う
に
み
え
る
。
今
回
の
テ
ー
マ

に
あ
わ
せ
て
、「
本
」
に
か
か
わ
る
も
の
の
み
取
り
上
げ
る
。
ま
た
便
宜
上
、
番

号
を
つ
け
た
。

（
1
）
日
本
は
吾
が
国
の
大
名
、
東
海
の
中
に
在
り
、
日
の
出
づ
る
所
に
近
し
。

韻
書
に
拠
る
に
、
説
文
に
曰
、
日
は
実
な
り
、
太
陽
の
精
に
し
て
虧
け
ず
、
圏
一

に
从
ふ
。
象
形
な
り
。
通
論
に
天
に
二
つ
の
日
無
し
、
故
に
文
に
於
る
圏
一
を
日

と
為
す
。
又
た
本
の
字
は
説
文
に
木
の
下
を
本
と
曰
ふ
、
木
一
に
从
ふ
、
其
の
下

に
在
り
。
一
は
其
の
処
を
記
す
る
な
り
。
末
と
義
を
同

お
な
じ
う

す
、
太
陽
扶
桑
を
出い

ず

る

と
き
は
は
、
則
ち
此
の
地
自
ら
日
下
と
為
る
、
故
に
名な

づ
けて

日
本
と
曰
ふ
。
東
の
字

は
日
木
に
从
ふ（
11
）、
義
同
じ
き
な
り
。

傍
線
を
付
し
た
場
所
は
、
文
字
の
説
明
で
あ
る
。『
説
文
解
字
』
に
よ
れ
ば
、

木
の
下
の
部
分
が
「
本
」
だ
と
い
う
。

白
川
静
の
『
字
通
』
は
、

常
【
本
】
5
画

﹇
字
音
﹈
ホ
ン　
﹇
字
訓
﹈
も
と
・
も
と
い
・
は
じ
め

説
文
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金
文

　

﹇
指
事
﹈
木
の
下
部
に
肥
点
を
加
え
て
、
木
の
根
も
と
を
示
す
。〔
説
文
〕
六

上
に
「
木
下
を
本
と
曰
ふ
」
と
あ
り
、
末
に
「
木
上
を
末
と
曰
ふ
」
と
あ
る

の
と
相
対
す
る
。
本
末
・
本
支
の
よ
う
に
、
場
所
や
位
置
を
指
示
す
る
。

﹇
訓
義
﹈

1. 

も
と
、
ね
も
と
、
も
と
い
。

2. 

は
じ
め
、
お
こ
り
。

3. 

つ
ね
に
あ
る
、
本
来
の
、
も
と
よ
り
の
、
か
な
め
の
。

4. 

た
だ
し
い
、
ま
こ
と
。

5. 

こ
の
、
そ
の
、
当
該
の
。

6. 

ほ
ん
、
書
籍
。

7. 

糞
と
通
じ
、
く
そ
。

と
あ
り
、
木
の
下
の
部
分
に
肥
点
を
加
え
た
形
だ
と
い
う
。
た
だ
、
そ
の
訓
義

に
あ
る
よ
う
に
、「
ね
も
と
」
か
ら
「
も
と
」「
も
と
い
」
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

一
条
兼
良
に
も
ど
る
。

（
2
）
唐
書
の
伝（
12
）
に
曰
く
、
日
本
国
は
和（
13
）
国
の
別
種
也
、
其
の
国
日

辺
に
在
る
を
以
て
の
故
に
、
日
本
を
以
て
名
と
為
す
と
、
或
る
ひ
と
曰
く
、

倭
国
自
ら
其
の
名
の
雅
な
ら
ざ
る
を
悪
み
て
、
改
め
て
日
本
と
曰
う
、
旧

と
小
国
、
倭
国
の
地
を
併
す
、
其
の
人
、
朝
に
入
る
者
多
く
自
ら
矜
大
、

実
を
以
ち
て
対
え
ず
、
故
に
中
国
焉
れ
を
疑
う
、
と
。

こ
こ
で
は
、「
日
辺
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。

「
辺
」
に
つ
い
て
、
白
川
静
『
字
通
』
は
、

﹇
字
音
﹈
ヘ
ン　
﹇
字
訓
﹈
く
に
ざ
か
い
・
あ
た
り
・
ほ
と
り
・
は
し

﹇
訓
義
﹈

1.
く
に
ざ
か
い
、
外
界
と
接
す
る
と
こ
ろ
、
祭
梟
の
地
。

2.
は
し
、
は
ず
れ
、
か
ぎ
り
、
へ
り
、
ふ
ち
、
は
て
。

3.
か
た
す
み
、
あ
た
り
、
ほ
と
り
、
そ
ば
。

4.
い
な
か
、
か
た
い
な
か
、
と
お
い
。

﹇
古
訓
﹈〔
和
名
抄
〕
邊
鄙　

師
説
、
阿
豆
万
豆
（
あ
づ
ま
つ
）、
文
選
西

京
の
賦
の
附
訓
に
安
川
万
宇
止
（
あ
づ
ま
う
ど
）
と
み
え
る　
〔
名
義
抄
〕

邊　

サ
カ
ヒ
・
ハ
カ
リ
・
ス
ツ
・
ホ
ト
リ
／
兩
邊　

コ
ナ
タ
カ
ナ
タ　
〔
字

鏡
集
〕
邊　

ト
ホ
シ
・
ハ
カ
リ
ス
ツ
・
カ
タ
ハ
ラ
・
サ
カ
ヒ
・
ハ
カ
ル
・

ホ
ト
リ
・
サ
カ
シ

兼
良
は
「
そ
の
国
が
日
（
の
昇
る
）
辺
（
あ
た
り
）
に
あ
る
の
で
日
本
を
名
と

し
た
」
と
い
う
。
唐
、
杜ど

ゆ
う佑
の
『
通
典
』（
八
〇
一
年
）
辺
防
一
、
倭
で
は
、「
倭

一
名
日
本
、
自
云
國
在
日
邊
、
故
以
爲
稱
」
と
さ
れ
、
自
ら
「
日
辺
に
あ
る
か
ら
、

そ
う
名
づ
け
た
」
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。

「
辺
」
と
い
う
言
葉
に
は
、「
は
て
、
は
ず
れ
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
も
し
、

自
ら
そ
う
述
べ
た
と
す
れ
ば
謙
称
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
だ

か
ら
と
い
っ
て
、「
日
辺
」
と
い
う
国
名
に
は
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。



国
号
「
日
本
」
の
「
本
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か

八
〇

再
び
一
条
兼
良
に
も
ど
る
。

（
3
）
一
義
に
曰
は
く
、
本
は
猶
ほ
始
と
い
ふ
が
ご
と
き
也
、
陰
陽
の
二
神

始
め
て
日
神
を
生
む
、
故
に
日
本
を
以
ち
て
名
と
為
す
、

本
は
始
め
で
あ
る
。
陰
陽
の
二
神
が
始
め
て
日
神
を
生
ん
だ
。
そ
こ
で「
日

本
」
を
名
と
し
た
。
後
世
、
明
の
帰
有
光
『
雲
川
集
』
に
も
「
本
者
猶
言
始

也
…
以
本
爲
始
」
と
み
え
る
。

さ
ら
に
一
条
兼
良
に
も
ど
る
。

（
4
）
又
曰
は
く
、
出
入
を
以
ち
て
始
終
を
為
す
と
、
此
れ
日
出
の
国
也
、

隋
書
の
伝
に
曰
は
く
、
大
業
三
年
其
の
王
多
利
思
北
孤
使
者
を
遣
は
し
て
曰

は
く
、
海
西
の
菩
薩
天
子
仏
法
を
重
興
す
と
聞
く
、
故
に
朝
拝
せ
し
む
と
、

兼
ね
て
沙
門
数
十
人
来
り
て
仏
法
を
学
ぶ
、
其
の
国
の
書
に
曰
は
く
、
日
出

づ
る
処
の
天
子
書
を
日
没
す
る
処
の
天
子
に
致
す
、
恙
無
き
や
と
云
々
、
帝

之
れ
を
覧
て
悦
ば
ず
、
鴻
臚
卿
に
謂
ひ
て
曰
は
く
、
蠻
夷
の
書
礼
無
き
も
の

有
ら
ば
復
た
以
ち
て
聞
す
る
こ
と
勿
れ
と
、既
に
自
ら
日
出
処
天
子
と
謂
ふ
、

大
唐
の
名
づ
く
る
所
と
言
ふ
べ
か
ら
ず
、
故
に
知
る
、
日
本
は
則
ち
日
出
の

義
也
、

こ
こ
で
は
、「
本
」
と
い
う
文
字
そ
の
も
の
は
み
え
な
い
が
、「
日
出
の
国
」「
日

出
づ
る
処
」、「
日
没
す
る
処
の
天
子
」
等
と
み
え
る
。
こ
こ
に
あ
わ
せ
れ
ば
、
日

本
の
「
本
」
は
、「
国
」、「
処
」
を
さ
す
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
れ
を
厳
密
に

適
用
す
れ
ば
、「
日
没
す
る
処
」
の
隋
や
唐
も
日
本
と
呼
び
う
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
一
条
兼
良
に
も
ど
る
。

（
5
）
一
義
に
曰
は
く
日
は
衆
陽
の
宗
、
人
君
の
表
也
、
故
に
天
に
二
日
無
く
、

地
に
は
二
王
無
し
、
孟
子
の
曰
は
く
、
天
の
物
を
生
ず
る
や
、
之
れ
を
し
て
本
を

一
な
ら
し
む
と
、
其
れ
人
物
の
生
ず
る
や
、
皆
本
を
二
に
せ
ず
、
乃
ち
自
然
の
理

な
り
、
吾
が
国
二
王
無
く
、
而
し
て
其
の
王
た
る
者
皆
日
神
の
玉
裔
、
此
れ
本
を

二
に
せ
ざ
る
の
謂
な
り
、

『
孟
子
』
は
、
滕
文
公
章
句
上
。「
天
之
生
物
也
使
之
一
本
…
（
天
の
物
を
生
ず

る
や
、
之
れ
を
し
て
本
を
一
な
ら
し
む
…
）」
と
あ
り
、
趙
岐
の
注
に
は
、「
天
生

万
物
各
由
一
本
（
天
、万
物
を
生
ず
る
は
各
お
の
一
本
に
由
る
）
（
14
）」
と
い
う
。「
本
」

が
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
な
お
宋
、
朱
子
は
『
四
書
或
間
』

孟
子
で
「
一
本
」
に
つ
い
て
深
く
考
察
し
て
い
る
。

二
、  『
論
語
』
の
「
仁
之
本
」、「
禮
之
本
」、

『
孟
子
』
の
「
一
本
」

『
論
語
』
学
而
に
、
有
子
の
語
と
し
て
、「
其
爲
人
也
孝
弟
、
而
好
犯
上
者
、
鮮

矣
。
不
好
犯
上
、
而
好
作
亂
者
、
未
之
有
也
。
君
子
務
本
、
本
立
而
道
生
。
孝
弟

也
者
、
其
爲
仁
之
本
與
」
と
み
え
る
。
こ
こ
で
「
本
」
と
い
う
文
字
に
注
目
し
た

い
。「
君
子
は
本
を
務
む
、
本
立
ち
て
道
生
ず
。
孝
弟
な
る
者
は
、
其
れ
仁
の
本

為た

る
か
」
と
み
え
る
。
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八
佾
に
は
、「
林
放
問
禮
之
本
。
子
曰
、『
大
哉
問
。
禮
、與
其
奢
也
、寧
儉
。
喪
、

與
其
易
也
、
寧
戚
』」
と
み
え
る
。
こ
こ
で
も
、「
林
放
、
礼
の
本
を
問
う
」
と
い

う
言
い
方
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
十
七
条
憲
法
に
は
、『
論
語
』
に
近
い
表
現
が
み
え
る
。

四
曰
。
群
卿
百
寮
。
以
禮
爲
本
。
其
治
民
之
本
。
要
在
乎
禮（
四
に
い
わ
く
。

ぐ
ん
け
い
ひ
ゃ
く
り
ょ
う
は
。
れ
い
を
も
っ
て
も
と
と
な
せ
。
そ
れ
た
み
を

お
さ
む
る
の
も
と
は
。
か
な
ら
ず
れ
い
に
あ
り
）。

こ
こ
で
は
、「
以
礼
為
本
。
其
治
民
之
本
」
と
、「
本
」
が
二
つ
も
あ
ら
わ
れ
る
。

『
論
語
』
の
「
礼
之
本
」
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
そ
れ
を
「
民
を
治
め
る
本
」
に

ま
で
展
開
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。十
七
条
憲
法
の
こ
の
部
分
は
儒
教
で
あ
る
が
、

そ
の
儒
教
を
集
約
し
た
言
葉
が
「
本
」
な
の
で
あ
る
。

『
論
語
』
で
は
「
君
子
は
本
を
務
む
、
本
立
ち
て
道
生
ず
」
と
、「
本
」
と
い
う

言
葉
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
君
子
務
本
、
本
立
而
道
生
、
孝
弟
也
者
、
其

爲
仁
之
本
與
」
の
部
分
に
対
し
て
、
欽
定
四
庫
全
書
『
論
語
纂
疏
』
卷
一
、
宋
趙

順
孫
撰
、
朱
子
集
註
は
、「
務
専
力
也
。
本
猶
根
也
…
」
と
し
、「
本
は
猶
ほ
根
の

ご
と
き
な
り
」
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、「
本
」
と
は
「
根
」
で
あ
る
と
い
う
解
釈

で
あ
る
。
そ
の
あ
と
、「
言
君
子
凡
事
専
用
力
於
根
本
、
根
本
既
立
則
其
道
自
生
」

と
「
根
本
」
と
い
う
熟
語
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。『
論
語
集
説
』
卷
一
、
宋

蔡
節
編
、
学
而
第
一
も
「
…
則
根
本
既
立
而
仁
之
爲
道
、
亦
由
是
生
」
と
「
根
本
」

と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
白
川
静
も
「
木
の
根
も
と
を
示

す
」と
述
べ
て
い
る
。「
本（
も
と
）」と
し
て
使
わ
れ
て
い
な
が
ら
、本
来
は「
根
っ

こ
」
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
わ
か
る
こ
と
は
、
本
は
樹
木
の
根ね

本も
と

で
あ
り
な
が
ら
、
も
の
ご
と
の
根こ
ん

本ぽ
ん

を
示
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
論
語
』
で
は
、「
仁
の
本
」

「
礼
の
本
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に
、
さ
き
に
一
条
兼
良
が
あ
げ
た
よ
う
に
、『
孟
子
』

で
は
「
一
本
（
本
を
一
に
す
）」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
き
に
も
述
べ
た
が
、『
通
典
』
に
「
倭
一
名
日
本
、
自
云
國
在
日

、
故
以

爲
稱
」
と
、
日
本
の
使
者
が
謙
遜
し
て
、「
日
辺
」
に
あ
る
か
ら
「
日
本
」
と
名

づ
け
た
と
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、「
日
辺
」
と
い
う
国
名

に
し
た
わ
け
で
は
な
い
。「
本
」
を
選
ぶ
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
富
本
銭
の
「
本
」

「「
富
本
銭
」
の
七
曜
（
日
月
木
火
土
金
水
・
家
紋
）
文
様
の
「
日
」
に
着

目
し
て
「
旋
読
」
で
読
め
ば
、「
富
・（
日
）・
本
」
と
並
び
、「
日
本
を
富

ま
す
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
、
国
号
銭
と
み
な
し
う
る
」
（
16
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
17
）

こ
の
富
本
銭
は
、
国
号
「
日
本
」
と
連
動
さ
せ
る
一
組
の
も
の
と
し
て
作
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
富
日
本
（
日
本
を
富
ま
す
）」

と
い
う
意
味
を
潜
ま
せ
た
国
号
銭
な
の
か
も
し
れ
な
い
。中
国
の
貨
幣「
漢
興
」「
涼

造
新
泉
」「
太
夏
真
興
」
は
、い
ず
れ
も
「
漢
（
成
漢
）」「
涼
（
北
涼
ま
た
は
前
涼
）」

（
15
）

今井貞吉
『風山軒泉話』
1889 年。



国
号
「
日
本
」
の
「
本
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か

八
二

「
大
夏
」
と
い
う
国
名
が
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
国
名
を
発
揚
さ
せ
よ
う
と
い
う

意
識
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。「
漢
興
」「
真
興
」
は
年
号
で
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
国

号
・
年
号
銭
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
そ
の
視
点
で
考
察
す
れ
ば
「
和

同
開
珎
（
和
銅
の
年
に
作
っ
た
珎
﹇
お
か
ね
﹈）」
は
対
読
し
て
「
和
開
同
珎
（
和

﹇
＝
倭
﹈
が
作
っ
た
銅
﹇
＝
同
﹈
の
珎
﹇
お
か
ね
﹈）」
と
読
む
こ
と
も
で
き
る
。

こ
れ
は
二
種
類
の
読
み
方
で
読
め
る
よ
う
に
工
夫
し
た
貨
幣
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
い
ず
れ
も
国
号
あ
る
い
は
年
号
を
意
識
し
た
貨
幣
で
あ
り
、
中
国
お
よ
び
周

辺
の
国
に
国
号
や
年
号
を
知
ら
し
め
た
い
と
願
う
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

そ
う
考
え
た
と
き
に
「
富
本
銭
」
に
「
本
」
の
文
字
が
含
ま
れ
る
の
は
、
国
号

の
「
日
本
」
と
密
接
に
絡
ん
で
い
る
と
考
え
た
い
。

一
九
九
一
年　

飛
鳥
時
代
の
総
合
工
房
跡
で
数
千
点
の
木
簡
が
発
見
さ
れ
た
。

そ
こ
に
「
天
皇
」
の
文
字
も
あ
っ
た
。
富
本
銭
も
そ
こ
で
出
土
し
て
い
る
。
天
武

朝
で
「
天
皇
」
と
呼
ば
れ
た（
18
）の
だ
が
、
富
本
銭
の
制
作
は
、「
天
皇
」
と
い
う
称

号
と
も
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て「
天
皇
」の「
天
」と「
日
本
」

の
「
日
」
は
当
然
、
結
び
つ
く
と
思
わ
れ
る
。

四
、「
に
っ
ぽ
ん
」
そ
れ
と
も
「
に
ほ
ん
」
？

日
本
銀
行
券
の
一
万
円
、
五
千
円
、
千
円
札
に
は
隠
し
文
字
が
あ
る
。
小
さ
く

「
ニ
」「
ホ
」「
ン
」
と
書
い
て
あ
る
。
千
円
札
に
は
桜
の
花
び
ら
の
中
に
も
同
様

の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
名
称
は
、「
ニ
ホ
ン
」
だ
と
思
い

た
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
ロ
ー
マ
字
で
記
さ
れ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
「N

IPPON
 

GIN
K
O

」
で
あ
り
、「
ニ
ッ
ポ
ン
」
な
の
で
あ
る
。
同
じ
紙
幣
の
中
で
二
通
り
の

読
み
方
が
混
在
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
ど
ち
ら
が
い
い
の
だ
ろ
う
。

唐
代
に
は
「
入に

っ
し
ょ
う声」
と
い
う
発
音
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
つ
ま
る
音
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
現
代
中
国
語
で
は
消
滅
し
、
地
方
に
の
み
残
っ
て
い
る
。
唐
代
に

日
本
の
使
節
が
中
国
に
国
号
を
「
日
本
」
に
決
め
た
こ
と
を
報
告
し
た
と
き
、
当

時
の
中
国
人
が
発
音
し
た
の
が
、「
ニ
ッ
ポ
ン
」だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
先
に
み
た『
史

記
正
義
』
の
「
按
ず
る
に
武
后
、
倭
国
を
改
め
て
日
本
国
と
為
す
」「
又
た
倭
国
、

武
皇
后
改
め
て
日
本
国
と
曰
う
」
と
則
天
武
后
が
日
本
国
と
し
た
と
い
う
の
は
、

発
音
の
面
だ
け
か
ら
考
え
れ
ば
正
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
の
使
者
は
、
日

本
国
内
で
は
、「
ひ
の
も
と
」
あ
る
い
は
「
や
ま
と
」
と
呼
ん
で
い
た
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、「
日
本
」と
い
う
漢
字
二
文
字
を
中
国
に
も
っ
て
い
っ
た
と
き
に
、

「
ニ
ッ
ポ
ン
」
と
い
う
発
音
を
教
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
つ
ま
り
、

富本銭 1999 年〔明日香村飛鳥〕
（奈良文化財研究所提供）
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日
本
と
い
う
国
号
は
、
漢
字
と
い
う
中
国
語
で
あ
ら
わ
さ
れ
、
そ
の
読
み
方
も
ま

た
、
や
ま
と
こ
と
ば
の
「
ひ
の
も
と
・
や
ま
と
」
で
は
な
く
、「
ニ
ッ
ポ
ン
」
と

い
う
当
時
の
現
代
中
国
語

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

な
お
日
本
語
の
な
か
に
中
国
語
の
入
声
が
入
り
込
み
、つ
ま
る
音
の
「
促
音
便
」

と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
日
本
語
の
表
記
に
は
、
小
さ
い
「
っ
」
を
あ
ら
わ

す
方
法
が
な
く
、
濁
点
や
半
濁
音
（
に
っ
ぽ
ん
の
「
ぽ
」）
も
あ
ら
わ
す
習
慣
が

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、「
ニ
ッ
ポ
ン
」
と
い
う
発
音
は
「
に
ほ
ん
」
と
表
記
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、「
に
ほ
ん
」
と
書
い
て
い
る
た
め
、「
ニ
ホ
ン
」
と
読

む
場
合
も
当
然
、
で
て
く
る
。
中
国
語
の
「
ニ
ッ
ポ
ン
」
と
い
う
発
音
は
日
本
語

の
中
に
入
り
込
ん
で
、「
ニ
ッ
ポ
ン
」「
ニ
ホ
ン
」
に
分
化
し
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま

現
在
に
い
た
る
ま
で
続
い
て
い
る
と
い
え
る
。

紙
幣
の
隠
し
文
字
「
ニ
ホ
ン
」
は
、
そ
の
歴
史
的
意
味
と
発
音
と
表
記
の
ズ
レ

を
正
し
く
認
識
し
て
お
り
、あ
え
て
「
ニ
ホ
ン
」
と
記
述
し
て
い
る
と
思
い
た
い

0

0

0

0

。

中
国
福
建
省
福
清
出
身
の
林
雪
雲（
19
）さ
ん
の
方
言
で
話
す
「
日
本
」
は
現
代
語

のRiben

で
は
な
く
、「
ニ
ッ
ポ
ン
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
唐
代
の
発
音
の
入
声

が
地
方
の
方
言
の
中
に
残
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

日
本
の
「
本
」
が
、た
ん
に
「
日
」
が
の
ぼ
る
地
を
示
す
だ
け
な
ら
ば
、「
日
辺
」

で
も
よ
か
っ
た
。「
本
」
の
文
字
が
使
用
さ
れ
る
「
日
本
」
と
い
う
語
を
選
ん
だ

こ
と
に
は
、
深
い
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
典
故
で
あ
る
。
一
条
兼
良
は
、
そ

の
博
学
に
よ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
典
故
を
丹
念
に
た
ど
っ
て
い
る
。
岩
橋
小
弥
太
は
、

そ
の
説
を
詳
細
に
紹
介
し
た
う
え
で
、「
な
る
ほ
ど
そ
の
博
学
で
あ
る
と
こ
ろ
は

よ
く
示
し
て
い
る
が
、
説
く
と
こ
ろ
は
共
だ
瞹
昧
で
あ
る（
20
）」
と
述
べ
、
そ
の
概

略
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。「（
1
）
わ
が
国
は
東
海
日
出
所
に
あ
る
か
ら
日

本
と
い
う
。（
2
）
本
は
始
の
義
で
、
二
神
始
め
て
日
神
を
生
ん
だ
か
ら
だ
。

（
3
）
隋
書
を
引
い
て
、
わ
が
国
書
に
自
ら
日
出
処
の
天
子
と
い
う
。
日
本
は
日

出
の
義
で
、
こ
れ
は
シ
ナ
か
ら
名
づ
け
た
も
の
で
は
な
い
。（
4
）
日
は
人
君
の

表
で
、
わ
が
国
は
二
王
無
く
、
そ
の
王
も
皆
日
神
の
裔
で
、
本
を
二
に
し
て
い
な

い
か
ら
日
本
と
い
う
の
だ
と
、
か
く
四
説
を
立
て
た（
21
）」。

そ
し
て
、「（
1
）
は
（
3
）
に
通
じ
る
よ
う
で
も
あ
り
、（
2
）
は
（
1
）
に
通

じ
る
よ
う
で
も
あ
る
が
、
と
も
か
く
も
明
ら
か
に
四
説
で
あ
つ
て
、
そ
し
て
自
分

で
は
ど
の
説
を
主
張
す
る
の
か
、
明
ら
か
に
し
て
い
な
い（
22
）」
と
批
判
し
て
い
る
。

岩
橋
は
重
厚
な
歴
史
学
者
だ
が
、「
典
故
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
取
り
違
え

て
い
る
。
答
え
を
1
つ
に
絞
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
典
故
が
複

雑
に
か
ら
み
あ
う
中
に
こ
そ
深
い
教
養
と
知
識
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
一
条
兼
良
は
、「
日
本
」
と
い
う
言
葉
を
選
定
し
た
当
時
の
知
識
人
が
、
中

国
の
儒
学
を
も
と
と
す
る
教
養
知
識
に
も
と
づ
い
て
、
日
本
の
「
本
」
を
選
ん
だ

と
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
本
」
に
は
深
奥
な
意
味
が
潜
ん
で
い
る
と
み

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
辺
」
の
よ
う
な
薄
っ
ぺ
ら
い
言
葉
と
は

ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
孫
の
フ
ビ
ラ
イ
の
建
て
た
「
元
」
は
正
し
く
は
「
大
元
」
で
、

儒
教
の
経
典
『
易
経
』
の
「
大
哉
乾
元
（
大お

お

い
な
る
か
な
乾け
ん

元げ
ん

）
に
も
と
づ
く
。

後
世
、「
元
」
と
一
文
字
で
呼
ば
れ
て
し
ま
う
の
は
不
本
意
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は

王
朝
創
業
の
天
子
の
出
身
地
に
も
と
づ
い
た
単
純
な
王
朝
名
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

「
日
本
」
も
同
様
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
中
国
の
そ
の
よ
う
な
命
名
よ
り
も



国
号
「
日
本
」
の
「
本
」
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か

八
四

む
し
ろ
早
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
中
国
か
ら
「
倭
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
れ

を
た
ん
に
好
字
の
「
和
」
に
お
き
か
え
、「
大
」
を
つ
け
た
「
大
和
」
を
国
名
と

は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
日
（
太
陽
）」
が
昇
る
樹
木
で
あ
る
扶
桑
の
根
「
本
」

（
ね
も
と
）
に
あ
る
土
地
の
国
と
し
て
「
日
本
」
と
し
た
の
で
あ
る
。「
本
」
に
は

「
根
っ
こ
」
だ
け
で
な
く
、物
事
の
「
根こ

ん

本ぽ
ん

」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
儒
教
に
は
「
仁

の
本
」「
礼
の
本
」
が
あ
り
、
さ
ら
に
十
七
条
憲
法
に
も
「
礼
之
本
」
が
み
え
、

そ
れ
は
さ
ら
に
「
治
民
之
本
」
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。

「
日
辺
」
で
は
な
く
「
日
本
」
と
い
う
語
を
選
ん
だ
こ
と
は
、
す
ば
ら
し
い
選

択
で
あ
っ
た
。「
本
」
と
い
う
漢
字
の
内
包
す
る
意
味
の
広
が
り
と
深
さ
は
、「
辺
」

と
は
比
べ
よ
う
も
な
い
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
、「
富
﹇
日
﹈
本
」
と
も
読
み
取
れ

る
銭
貨
の
「
富
本
銭
」
と
も
一
連
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
日
」
に
か
ぎ
っ
て
い
え
ば
、
天
武
朝
で
の
「
天
皇（
23
）」
の
称
号
と
も
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
天
武
」
も
「
天
皇
」
も
「
天
」
な
の
で
あ
る
。
そ

し
て
「
日
」
が
「
天
」
に
の
ぼ
り
照
ら
す
こ
と
を
考
え
れ
ば
遠
く
天
照
大
神
に
淵

源
を
発
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

「
扶
桑
」
と
「
日
本
」
は
唐
代
以
降
の
文
献
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る（
24
）。
ペ
ア

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
日
本
」は「
扶
桑
」を
も
包
摂
し
て
お
り
、

扶
桑
・
日
本
と
二
つ
が
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
日
（
太
陽
）」
が
昇
る
樹
木

で
あ
る
「
扶
桑
」
の
根
「
本
」（
ね
も
と
）
に
あ
る
土
地
、
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

※
な
お
最
近
、
李
訓
墓
誌
が
発
見
さ
れ
、「
日
本
國
朝
臣

書
」
と
記
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
は
吉
備
真
備
が
書
し
た
も
の
で
、最
も
初
期
の
日
本
人
が
書
い
た「
日

本
国
」
で
あ
る
。

注（1
）王
連
龍「
百
済
人
祢
軍
墓
誌
考
論
」『
社
会
科
学
戦
線
』社
会
科
学
戦
線
雑
誌
編
委
会
、

二
〇
一
一
．
七
。
葛
継
勇
「『
祢
軍
墓
誌
』
に
つ
い
て
の
覚
書
―
附
録
：
唐
代
百
済
人

関
連
石
刻
の
釈
文
―
」
専
修
大
学
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
東
ア
ジ
ア
世
界
史
研

究
セ
ン
タ
ー
年
報
（
6
）、
一
六
五
‐
一
九
七
、
二
〇
一
二
、
三
。

（
2
）
岩
崎
は
晋
書
に
み
え
る
と
い
う
説
を
紹
介
す
る
が
、
確
認
で
き
な
い
。

（
3
）
欽
定
四
庫
全
書
、『
旧
唐
書
』
卷
一
百
九
十
九
上
、
後
晉
司
空
同
中
書
門
下
平
章
事

劉

撰
、
列
傳
第
一
百
四
十
九
、
東
夷
、
高
麗
、
百
濟
、
新
羅
、
倭
國
、
日
本

（
4
）
欽
定
四
庫
全
書
、
唐
會
要
卷
九
十
九
、
倭
國

（
5
）『
日
本
書
紀
』
で
は
「
持
統
」。

（
6
）http://w

w
w
.w
ul.w

aseda.ac.jp/kotenseki/htm
l/ri05/ri05_01772/index.

htm
l

（
7
）http://archive.w

ul.w
aseda.ac.jp/kosho/ru03/ru03_00431/ru03_00431.

pdf

（
8
）
国
号
考　

四
十
丁　

ウ

（
9
）
昇
仙
図
（
馬
王
堆
三
号
漢
墓
帛
画
『
馬
王
堆
漢
墓
文
物
』
に
よ
る
。
作
図
溥
江
）
部

分
、
曾
布
川
寛
、
舛
豊
信
責
任
編
集
『
世
界
美
術
大
全
集　

東
洋
編
第
二
巻　

秦
・
漢
』

小
学
館
、
一
九
九
八
、三
四
九
頁
。

（
10
）
岡
本
健
一
『
蓬
萊
山
と
扶
桑
樹
：
日
本
文
化
の
古
層
の
探
究
』
思
文
閣
出
版
、

二
〇
〇
八　

参
照
。

（
11
）
岩
橋
小
弥
太
一
四
三
‐
一
四
五
頁
は
、「
東
の
字
は
日
本
に
从
ひ
」
と
「
木
」
を
「
本
」

に
か
え
て
訓
読
し
て
い
る
。
ま
た
後
出
の
小
林
も
「
日
木
」
の
横
に
（
本
カ
）
と
い
う

注
釈
を
つ
け
、
岩
橋
同
様
に
読
ん
で
い
る
。「
東
」
は
「
日
」
と
「
木
」
を
あ
わ
せ
た

も
の
な
の
で
「
本
」
で
は
な
い
。

（
12
）
欽
定
四
庫
全
書
『
旧
唐
書
』
巻
一
百
九
十
九
上
、
後
晋
司
空
同
中
書
門
下
平
章
事

劉

撰
列
、
第
一
百
四
十
九
東
夷
、
高
麗
、
百
濟
、
新
羅
、
倭
國
、
日
本
で
は
、「
日

本
國
者
、
倭
國
之

種
也
。
以
其
國
在
日
邊
、
故
以
日
本
爲
名
。
或
曰
、
倭
國
自
惡
其

名
不
雅
、
改
爲
日
本
。
或
云
日
本
舊
小
國
、
併
倭
國
之
地
、
其
人
入
朝
者
、
多
自
矜
大
、

不
以
實
對
、
故
中
國
疑
焉
」。

（
13
）
前
掲
『
旧
唐
書
』
で
は
「
日
本
國
者
倭
國
之

種
也
」。
こ
こ
で
は
「
倭
」
で
は
な

く
「
和
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

（
14
）
四
庫
全
書
『
孟
子
注
疏
』
巻
五
下
、
漢
、
趙
氏
注
。
宋
、
孫
奭
音
義
并
疏
。
滕
文

公
章
句
上

（
15
）
大
形
徹
「
年
号
と
貨
幣
―
漢
興
・
大
夏
真
興
あ
た
り
を
起
点
と
し
て
―
」、
水
上
雅

晴
『
年
号
の
思
想
と
文
化
』
八
木
書
店
、二
〇
一
九
、一
二
一
‐
一
四
八
頁
、お
よ
び
「
和

同
開
珎
と
中
国
」
松
浦
章
編
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
文
化
情
報
の
発
信
と
受
容
』
雄
松



八
五

漢
字
學
硏
究　

第
八
號

堂
出
版
、
二
〇
一
〇
、
二
四
三
‐
二
九
五
頁
を
参
照
。

（
16
）
前
掲
「
年
号
と
貨
幣
―
漢
興
・
大
夏
真
興
あ
た
り
を
起
点
と
し
て
―
」
一
二
二
頁
。

（
17
）
今
井
貞
吉
『
風
山
軒
泉
話
』（
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
貨
幣
博
物
館
、
二
〇
一
七
）、

一
八
八
九
、一
八
頁
。二
〇
一
九
、九
検
索https://www.im

es.boj.or.jp/cm
/research/

senpu/fuhonsen/pages/fuhonsen6.htm
l

（
18
）
飛
鳥
の
考
古
学
図
録
①
発
掘
さ
れ
た
飛
鳥
―
20
世
紀
の
飛
鳥
考
古
学
―
編
集
明
日

香
村
教
育
委
員
会
文
化
財
課
発
行
（
財
）
明
日
香
村
観
光
開
発
公
社
平
成
二
二
年
三
月
、

最
古
の
貨
幣
と
最
古
の
天
皇
木
簡
よ
り
。

（
19
）
大
阪
府
立
大
学
博
士
課
程
修
了
。

（
20
）『
日
本
の
国
号
』
吉
川
弘
文
館 1997 

新
装
版
、
一
四
五
頁
。

（
21
）
同
上
。

（
22
）
同
上
。

（
23
）
天
皇
の
称
号
に
つ
い
て
は
、福
永
光
司
「
天
皇
と
紫
宮
と
真
人
―
中
国
古
代
の
神
道
」

思
想
（
六
三
七
）
九
五
五
‐
九
七
三
頁
、
一
九
七
七
、〇
七
を
参
照
。

（
24
）
た
と
え
ば
、
七
言
律
詩
、
贈
宗
人
胡
以
興
號
海
觀
。
何
年
鼓
棹
泛
鴻
濛
、
盡
捲
蓬

瀛
入
望
中
、
老
蜃
噴
空
開
翠
巘
、
巨
鼇
吹
浪
濕
珠
宫
、
天
浮
析
木
星
河
外
、
地
盡
扶
桑

日
本
東
、
説
與
井
蛙
應
不
信
、
更
攜
銀
漢
附
鵬
風
。（
四
庫
全
書
、
元
、
胡
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『
傲
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て
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扶
桑
日
本
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と
み
え
る
。
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国
号
「
日
本
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の
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う
な
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か
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〇
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5
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‐
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、
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〇
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‐
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、
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〇
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祢軍墓誌　王連龍　百済人『祢軍墓誌』考論
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井真成墓誌　『遣唐使の見た中国と日本』


